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蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
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本

芳

昭

序

二

百

一
節
河
南
・
准
北

二
節
准
南

三
節
長
江
下
流
域

四
節
福
建
（
以
上
本
稿
）

五

節

江

西

六
節
湖
北

七
節
湖
南
（
以
上
次
稿
）

八
節
隙
西
漢
中
μ

四
川

九
節
貴
州
・
雲
南

十
節
広
東
・
広
西

序

百

六
朝
時
代
に
お
け
る
中
国
の
中
部
・
南
部
地
域
に
存
在
し
た
所
謂
蛮
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
当
該
時
代
に
お
け
る
江
南
開
発
と
の
関
連
、

漢
民
族
の
形
成
と
の
関
連
、
当
該
時
代
に
お
け
る
国
家
、
社
会
構
造
と
の
関
連
に
お
い
て
極
め
て
重
い
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
故
私
は
こ
う
し
た
問
題
関
心
に
基
づ
い
て
二
、
三
の
小
論
を
発
表
し
て
き
た
が
、
そ
の
際
当
該
時
代
の
こ
の
地
域
全
般
の
民
族
問
題

が
中
国
史
全
体
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
た
際
、
ど
の
様
な
段
階
に
あ
っ
た
と
い
え
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
絶
え
ず
懐
き
つ
づ
け
て
き

蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

六
五
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ム
ハ
占
h

ハ

た
。
こ
の
点
は
現
在
の
研
究
者
の
聞
に
お
い
て
も
未
だ
充
分
に
は
意
見
の
一
致
を
み
て
い
な
い
問
題
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

洞
庭
湖
周
辺
の
武
陵
蛮
や
長
江
下
流
域
の
山
越
と
い
っ
た
個
々
の
族
に
つ
い
て
の
研
究
の
深
化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
先
述
の
よ
う
な
問

題
意
識
の
下
に
、
こ
の
問
題
を
全
面
的
に
考
察
す
る
こ
と
は
、
当
該
時
代
の
研
究
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
当
該
時
代
よ

り
前
の
時
代
と
、
後
の
時
代
と
の
つ
な
が
り
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
も
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
本
稿
は
こ
う
し
た
研
究
の
手
始
め
と
し
て
、
当
該
時
代
に
お
け
る
蛮
関
係
の
史
料
を
河
南
・
港
北
、
准
南
、
長
江
下
流
域
、
福

建
、
江
西
、
湖
北
、
湖
南
、
漢
中
・
四
川
、
貴
州
・
雲
南
、
広
東
・
広
西
の
各
地
域
単
位
に
分
類
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
「
分
布
」
、
「
人
口
」
、

「
状
況
」
、
「
豪
強
」
と
い
っ
た
基
準
で
分
別
、
以
て
当
該
時
代
に
お
け
る
中
国
中
南
部
の
個
々
の
地
域
の
具
体
的
状
況
を
明
か
に
し
、
今

後
の
研
究
の
足
掛
り
を
見
出
だ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
考
察
に
よ
っ
て
、
当
該
時
代
の
蛮
の
存
在
地
域
が
、
都
の
そ
ば
に
ま
で
せ
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
極
め
て

広
範
囲
に
わ
た
り
、
か
っ
そ
の
人
口
数
が
一
般
に
想
像
さ
れ
て
い
る
よ
り
も
著
し
く
多
数
に
の
ぼ
る
こ
と
、
当
該
時
代
の
蛮
は
中
国
の
混

乱
状
況
を
う
け
逆
に
そ
の
分
布
地
域
を
広
げ
て
い
る
こ
と
、
漢
化
し
た
蛮
、
蛮
化
し
た
漢
の
な
か
で
豪
強
化
し
た
も
の
と
地
方
、
中
央
政

府
と
の
聞
に
相
互
依
存
の
関
係
が
み
ら
れ
、
そ
う
し
た
構
造
の
上
に
当
時
の
国
家
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
面
を
も
つ
こ
と
、
福
建
、
江

西
、
長
江
下
流
域
な
ど
は
中
国
化
の
度
合
い
が
強
い
が
、
湖
北
、
湖
南
、
四
川
、
貴
州
、
雲
南
、
広
東
、
広
西
な
ど
の
地
域
に
は
郡
県
支

配
が
行
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
外
地
」
が
依
然
と
し
て
広
く
存
在
し
て
お
り
、
国
家
に
よ
る
領
域
的
支
配
が
未
だ
充
分
に
は
貫

徹
し
て
い
な
い
こ
と
、
当
該
時
代
に
お
け
る
蛮
域
と
そ
れ
よ
り
後
の
時
代
に
お
け
る
蛮
域
と
の
変
遷
等
が
具
体
的
に
明
ら
か
と
な
る
で
あ

λ
ごっ。な

お
、
以
下
に
掲
げ
考
察
す
る
各
地
域
毎
の
史
料
は
年
代
の
古
い
も
の
か
ら
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
以
下
の
諸
節
に
お
け
る
考
察
で
は
、
初
め
に
当
該
時
代
に
お
け
る
蛮
の
分
布
状
況
を
伝
え
る
史
料
を
掲
げ
、
次
い
で
人
口
数
、

存
在
状
況
、
蛮
と
在
地
豪
強
と
の
つ
な
が
り
、
当
該
時
代
よ
り
後
の
状
況
を
示
す
史
料
を
順
に
掲
げ
考
察
し
て
い
く
。
そ
の
際
、
例
え
ば



「
分
布
」
を
示
す
史
料
に
は
「
状
況
」
を
も
示
す
も
の
、
「
状
況
」
を
示
す
史
料
の
中
に
は
「
豪
強
」
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
示
す
も
の
な

ど
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
先
行
す
る
「
分
布
」
、
「
状
況
」
の
分
類
中
の
み
に
史
料
を
掲
げ
、
「
状
況
」
、
「
豪
強
」
の
分

類
中
に
は
再
掲
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

一
節
河
南
・
准
北

分1 

布北

接

准

汝

、

南

極

江

漢

、

地

方

数

千

里

。

（

宋

書

巻

九

七

海

州

蛮

伝

）

汝
水
は
河
南
省
崇
県
西
南
の
天
息
山
に
発
す
る
。
准
水
は
河
南
・
湖
北
省
境
の
桐
相
山
に
発
す
る
。
そ
れ
故
こ
こ
に
「
北
接
滋
汝
、
南

極
江
漢
」
と
み
え
る
稼
州
蛮
の
存
在
地
域
は
洛
陽
南
方
の
山
岳
地
帯
か
ら
伏
牛
山
脈
を
経
て
桐
相
山
に
至
り
、
漢
水
流
域
に
沿
っ
て
東

南
東
に
横
た
わ
る
河
南
、
湖
南
、
安
徽
三
省
の
省
境
、
大
別
山
脈
一
帯
を
主
に
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

曹
景
宗
、
字
子
震
、
新
野
人
（
河
南
省
新
野
、
南
陽
と
裏
陽
の
中
間
）
。
父
欣
之
為
宋
持
、
・
・
・
・
・
・
（
景
宗
）
未
弱
冠
、
欣
之
於
新

野
遣
出
州
（
薙
州
裏
陽
）
。
以
匹
馬
特
数
人
、
於
中
路
卒
逢
蛮
賊
数
百
四
之
。
景
宗
帯
百
余
箭
、
乃
馳
騎
四
射
。
毎
箭
殺
一
蛮
、
蛮

遂
散
走
。
因
是
以
謄
勇
知
名
。

2 

（
梁
書
巻
九
曹
景
宗
伝
）

曹
景
宗
は
成
人
し
て
蛮
討
伐
に
功
績
を
あ
げ
、
の
ち
梁
建
国
の
功
臣
と
な
る
。
彼
が
蛮
の
討
伐
に
功
績
を
あ
げ
る
の
は
南
斉
建
元
初
め

の
こ
と
で
あ
り
（
時
建
元
初
、
蛮
冠
群
動
、
景
宗
東
西
討
撃
、
多
所
虜
破
・
・
・
・
・
・
本
伝
）
、
彼
が
都
に
出
る
の
は
宋
元
徽
中
の
と
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
右
の
史
料
は
宋
代
後
期
の
事
柄
を
伝
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
彼
が
新
野
か
ら
裏
陽
に
至
る
「
中
路
」
に
お
い

て
蛮
の
攻
撃
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
は
当
時
の
こ
の
地
域
の
蛮
の
分
布
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
辺

り
一
帯
が
漢
水
の
中
流
域
に
あ
た
り
、
伏
牛
山
脈
、
桐
相
山
の
山
並
み
に
閉
ま
れ
た
東
西
一
五
O
M
、
南
北
一
五
O
M
ほ
ど
の
平
野
部

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
平
野
部
が
当
時
ど
の
様
な
植
生
を
も
っ
て
い
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
史
料
は
当
該
地
域
の
蛮
が

蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

六
七
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4

、t
、

4

ノーノ

単
に
山
間
部
の
み
で
は
な
く
南
陽
、
裏
陽
と
い
っ
た
重
要
都
市
周
辺
の
平
野
部
に
ま
で
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。

吋広・

A

北
貌
魯
郡
太
守
張
猛
龍
清
煩
碑
陰
、
第
十
一
列
新
陽
県
の
篠
に
、
諸
士
望
と
と
も
に
み
え
る
田
、
紫
、
雷
、
梅
、
雷
な
ど
の
姓

を

も

っ

蛮

（

金

石

牽

編

巻

二

九

）

貌
の
魯
郡
新
陽
県
の
所
在
地
は
不
明
で
あ
る
が
、
充
州
の
境
内
と
考
え
ら
れ
る
。
碑
陰
に
み
え
る
回
、
奨
、
雷
、
梅
、
雷
な
ど
の
姓
の

も
の
は
、
こ
の
全
て
が
当
該
時
代
に
は
蛮
の
姓
と
し
て
見
い
だ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
蛮
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
が
、
と
す
る

と
何
故
こ
う
し
た
古
来
か
ら
の
漢
族
の
住
地
に
蛮
が
居
住
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
恐
ら
く
と
れ
は
後
述
す
る
よ
う
な
、

蛮
の
討
伐
に
よ
っ
て
徒
民
さ
れ
た
人
々
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
乙
の
点
に
関
し
て
は
、
周
一
良
『
貌
晋
南
北
朝

札
記
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
三
八
五
頁
参
照
。

B

清

河

城

也

。

後

蛮

居

之

。

故

世

称

蛮

城

也

。

（

水

緩

注

巻

五

一

深

水

）

清
河
は
河
北
・
山
東
省
境
の
現
山
東
省
臨
清
県
東
方
に
位
置
す
る
。
こ
の
蛮
も

2
戸

A
で
み
た
徒
民
さ
れ
た
蛮
と
関
係
が
あ
る
で
あ

λ
ごっ。

3 

子
時
北
至
商
洛
、
南
拒
江
准
、
東
西
二
千
余
里
、
巴
蛮
多
叛
。

商
洛
と
は
商
県
（
現
険
西
省
商
県
東
）
、
上
洛
県
（
現
陳
西
省
商
県
）

（
惰
書
巻
四
O
王
誼
伝
）

の
こ
と
。
上
記
1
の
議
州
蛮
と
こ
の
巴
蛮
と
が
ど
の
よ
う
な
関

連
を
も
つ
も
の
か
は
定
か
で
な
い
。

4 

討

徐

州

（

治

江

蘇

省

徐

州

）

宜

封

二

洞

、

悉

平

。

（

陪

書

巻

五

五

杜

彦

伝

）

洞
は
蛮
の
集
落
に
対
す
る
呼
称
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
六
朝
期
に
お
け
る
蛮
の
理
解
に
つ
い
て
の
一
考
察
1

1
山
越
・
蛮
漢
融

合
の
問
題
を
中
心
と
し
て
見
た
｜
｜
」
（
『
史
学
雑
誌
』
九
五
編
八
号
、
一
九
八
六
年
）
参
照
。
「
宜
封
二
洞
」
が
宜
洞
と
封
洞
の
二
洞

な
の
か
、
宜
封
に
存
在
す
る
二
つ
の
洞
な
の
か
は
確
定
で
き
な
い
。
因
み
に
、
宜
封
と
い
う
地
名
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
見
出
し
え

な
い
。
何
れ
に
せ
よ
当
該
時
代
の
徐
州
に
洞
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
こ
の
史
料
は
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。



上
記
の

1
1
4
は
い
ず
れ
も
当
該
時
代
の
河
南
、
准
北
の
広
範
な
地
域
に
蛮
が
存
在
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
因
み
に
、
顔
魯
公

集
の
元
君
集
墓
碑
銘
に
、
「
及
辺
冠
首
乱
、
逃
難
子
碕
汗
洞
、
因
招
集
二
百
余
家
、
奔
喪
陽
」
と
あ
っ
て
汝
州
に
住
ん
で
い
た
元
君
表

が
安
録
山
の
乱
の
時
、
洞
に
非
難
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
日
野
開
三
郎
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
山
棚
と
呼
ば
れ
る
狩
猟
民
が
唐
、

汝
、
察
州
な
ど
の
河
南
省
の
地
に
は
唐
代
に
あ
っ
て
も
居
住
し
、
安
録
山
の
乱
の
際
に
は
王
朝
側
に
つ
い
て
活
躍
し
た
と
い
う
（
日
野

開
三
郎
「
唐
代
の
戦
乱
と
山
棚
」
、
軍
事
史
学
二
号
、
一
九
六
六
年
）
。
恐
ら
く
こ
の
山
棚
は
上
記
し
た
諸
蛮
の
後
身
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

そ
の
分
布
の
密
度
は
後
述
す
る
諸
史
料
か
ら
み
る
と
、
当
該
時
代
に
比
べ
薄
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

人

口

1 

（
天
統
）
四
年
（
五
六
八
年
）
、
除
橡
州
道
行
台
僕
射
議
州
刺
史
（
北
斉
の
治
所
は
河
南
省
汝
南
）

0

・
・
・
・
管
内
蛮
多
華
少
。

．．．．．． 

比

至

武

平

末

、

招

慰

生

蛮

、

輸

穏

賦

者

数

万

戸

。

（

北

斉

書

巻

四

三

冗

景

安

伝

）

右
の
租
賦
を
輸
す
よ
う
に
な
っ
た
数
万
戸
の
蛮
は
、
数
万
戸
を
仮
に
五
万
戸
と
し
、
そ
れ
に
東
貌
時
代
に
お
け
る
一
戸
あ
た
り

の
平
均
口
数
三
・
七
八
を
乗
ず
る
と
十
八
万
九
千
人
と
な
る
（
乗
じ
た
比
率
は
梁
方
仲
編
『
中
国
歴
代
戸
口
、
団
地
、
凹
賦
統
計
』

（
上
海
人
民
出
版
社
、

一
九
八

O
年
）
に
拠
る
）
。

状

況二
年
（
太
安
二
年
、
三

O
三
年
）
・
・
・
五
月
、
義
陽
蛮
（
義
陽
国
の
治
所
は
現
河
南
省
新
野
）
張
昌
挙
兵
反
。
以
山
都
人
丘
沈
為
主
、

改
姓
劉
氏
、
偽
競
漢
、
建
元
神
鳳
、
攻
破
郡
県
。
南
陽
太
守
劉
彬
、
平
南
将
軍
羊
伊
、
鎮
南
大
将
軍
新
野
王
故
並
遇
害
。
六
月
、
遺

剤
州
刺
史
劉
弘
等
討
張
昌
子
方
城
。
王
師
数
績

0

・
・
・
・
・
・
張
昌
陥
江
南
諸
郡
。
武
陵
太
守
買
隆
、
零
陵
太
守
孔
紘
、
藤
章
太
守
閣
済
、

蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
〉

六
九



蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

七。

武
昌
太
守
劉
根
皆
遇
害
。
回
目
別
帥
石
涼
冠
揚
州
。
刺
史
陳
徽
与
戦
、
大
敗
。
諸
郡
量
投

0

・
：
：
・
八
月
・
：
・
・
・
庚
申
、
劉
弘
及
張
昌

戦

於

清

水

、

斬

之

。

（

晋

書

巻

四

恵

帝

紀

）

こ
の
義
陽
蛮
張
昌
は
前
掲
分
布
1
、
2
の
蛮
と
つ
な
が
り
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
張
昌
に
つ
い
て
は
晋
書
巻
一

O
Oに
列
伝
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
、
「
張
昌
、
本
義
陽
蛮
也
。
少
年
為
平
氏
県
吏
。
」
と
み
え
、
彼
が
若
い
こ
ろ
義
陽
の
東
方
五
O
M
、
准
水
の
源
流
た
る
栴
柏
山

の
西
麓
・
平
氏
県
の
「
吏
」
と
な
っ
て
い
る
ご
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
当
時
の
こ
の
地
に
お
け
る
蛮
の
存
在
形
態
を
窺
う
う
え
で
興
味

深
い
。

2 

出
身
補
郡
吏
（
南
陽
郡
の
吏
、
南
陽
は
河
南
省
南
陽
）
。
父
所
蛮
為
殺
。
殺
其
父
者
嘗
出
郡
。
越
於
市
中
刺
殺
之
。

（
宋
書
巻
八
三
宗
越
伝
）

右
の
市
中
に
出
入
す
る
蛮
の
存
在
、
或
い
は
上
記
の
人
口
1
に
み
え
る
租
賦
を
納
め
る
よ
う
に
な
っ
た
蛮
の
存
在
か
ら
は
、
こ
の
地
域

の
蛮
が
相
当
熟
蛮
化
し
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
は
後
掲
の
史
料
か
ら
も
い
え
る
こ
と
で
あ

ヲ
匂
。

3 

後
試
守
魯
陽
郡
（
洛
陽
南
東
一

O
O
M

河
南
省
魯
山
）
。
道
元
表
立
餐
序
、
崇
勧
学
教
。
詔
目
、
魯
陽
本
以
蛮
人
、

不

立

大

学

、

今

可

聴

之

。

（

蛮

と

大

学

北

史

巻

二

七

都

道

元

伝

｝

有
巨
象
自
至
硯
郡
（
安
徽
省
硯
山
、
徐
州
市
の
西
八
O
M）
陵
中
、
南
充
州
獲
送
子
鄭
。
丁
卯
、
大
赦
改
元
。

（
徐
州
近
辺
で
の
巨
象
の
捕
獲
魂
書
巻
一
二
孝
静
帝
紀
、
元
象
元
年
正
月
幌
）

賀
抜
勝
為
剤
州
（
河
南
省
魯
山
）
刺
史
・
・
・
：
・
値
刑
蛮
騒
動
、
・
・
・
・
：
因
撫
慰
蛮
左
、
・
・
・
・
・
・
遂
税
得
馬
一
千
五
百
匹
供
軍
。

（
蛮
か
ら
の
馬
の
徴
発
周
書
巻
二
八
史
寧
伝
）

保
定
初
、
出
為
湖
州
（
裏
陽
北
西
八
O
M
、
河
南
省
唐
河
）
刺
史
。
州
界
既
雑
蛮
左
、
恒
以
却
掠
為
務
。
慎
乃
集
諸
豪
帥
、
具
宣
朝

旨
、
仰
令
首
領
毎
月
一
参
、
或
須
言
事
者
、
不
限
時
節
。
慎
毎
引
見
、
必
態
勤
勧
誠
、
及
賜
酒
食
。
・
・
・
・
・
・
蛮
俗
婚
要
之
後
、
父
母

伏
牛
山
北
麓

4 5 6 



難
在
、
即
与
別
居
・
・
・
・
・
・
慎
乃
毅
自
誘
導
、
示
以
孝
慈
。
：
・
・
・
・
於
是
風
化
大
行
、
有
同
華
俗
。

（
蛮
に
対
す
る
教
化
周
書
巻
三
五
醇
慎
伝
）

4
の
野
生
の
巨
象
の
存
在
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
侭
放
な
ら
、
こ
の
象
は
ア
フ
リ
カ
象
で
は
な
く
現
在
の
雲
南
に
も
少
数
存
在
す
る

イ
ン
ド
象
系
統
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
象
が
生
息
し
う
る
環
境
が
当
時
は
い
ま
だ
准
北
の
徐
州
の
す
ぐ
近
く
に
存
在
し

て
い
た
こ
と
を
右
は
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
江
北
に
お
け
る
象
の
存
在
を
伝
え
た
こ
う
し
た
事
例
は
他
に
も
み
ら
れ
る
（
後
掲
）
。

ま
た
、

3
や
6
の
大
学
設
置
や
婚
要
後
同
居
の
奨
励
は
孝
道
な
ど
漢
族
文
化
の
注
入
を
意
味
し
て
お
り
、
単
な
る
徴
発
、
徴
税
と
は

一
段
の
中
国
化
が
こ
の
地
域
で
は
進
行
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

異
な
る
、

豪

強李
延
孫
、
伊
川
（
洛
陽
南
四
O
M
）
人
也
。
・
・
・
・
・
・
父
長
寿
、
性
雄
豪
、
有
武
芸
。
少
与
蛮
品
開
結
託
、
屡
相
招
引
、
侵
滅
関
南
。
孝
昌

中
、
朝
議
恐
其
為
乱
、
乃
以
長
寿
為
防
蛮
都
督
、
給
其
鼓
節
、
以
慰
其
意
。
・
・
・
・
・
・
（
長
寿
）
壷
其
智
力
、
防
渇
群
蛮
。
伊
川
左
右
、

冠
盗
為
之
梢
息
。
永
安
之
後
・
・
・
・
・
・
、
（
長
寿
）
徒
侶
日
盛
。
貌
帝
籍
其
力
用
、
因
而
撫
之
。
・
・
・
・
・
・
頻
有
功
。
授
衛
大
将
軍
北
華

州
刺
史
、
賜
爵
清
河
郡
公
。
及
孝
武
西
還
、
長
寿
率
励
義
士
、
拒
東
親
。
・
・
・
・
・
・
選
広
州
刺
史
。
東
貌
遣
行
台
候
景
率
兵
攻
之
。

・
：
城
陥
遂
遇
害
、
・
・
・
・
・
・
追
贈
太
尉
。
・
・
・
・
・
・
延
孫
亦
雄
武
、
有
将
率
才
略
。
少
従
長
寿
征
討
、
以
勇
敢
闘

0

・
：
・
・
・
賀
抜
勝

為
荊
州
刺
史
、
表
延
蔀
為
都
督
、
粛
清
鴎
路
、
頗
有
力
罵
。
及
長
寿
被
害
、
延
孫
乃
還
、
収
集
其
父
之
衆
。
自
孝
武
帝
西
遷
之
後

（
洛
陽
南
辺
の
代
々
の
豪
強

仲
道
難
出
自
巴
夷
、
而
有
方
雅
之
操
。
歴
官
之
処
、
皆
以
清
白
見
称
。

1 

周
書
巻
四
三
李
延
孫
伝
）

吋え・

AB 

（
周
書
巻
四
四
泉
企
伝
附

上
洛
〈
治
陳
西
省
商
県
）
豊
陽
（
陳
西
省
山
陽
）
人
也
。
・
・
・
・
・
・
尋
除
上
洛
郡
守
。
及
競
賓
貴
反
、
其
党
郭
子
核
襲
拠
撞
開
。

泉
仲
遵
伝
）

蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

七



蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

七

企
率
郷
兵
三
千
人
、
拒
之
。
・
・
・
・
・
・
泉
企
長
白
山
谷
、
素
無
月
旦
之
営
。
雨
臨
難
様
慨
、
有
人
臣
之
節
。

（
周
書
巻
四
四
泉
企
伝
）

扶
猛
、
字
宗
略
、
上
甲
黄
土
人
也
。
其
種
落
、
競
白
獣
（
虎
）
蛮
。
世
為
渠
帥

0

・
・
・
：
・
太
祖
（
字
文
泰
）
以
其
世
拠
本
郷
、

乃

厚

加

撫

納

、

授

車

騎

大

将

軍

・

儀

同

三

司

・

・

・

・

・

・

（

周

書

巻

四

四

扶

猛

伝

）

ー
の
李
延
孫
の
父
・
長
寿
、
及
び
李
延
孫
は
、
あ
る
と
き
は
蛮
と
連
合
し
て
官
を
脅
か
し
、
あ
る
と
き
は
宮
の
側
に
立
っ
て
蛮
を
制
圧

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
か
れ
ら
の
存
在
形
態
は
、
彼
ら
が
蛮
と
の
聞
に
強
い
結
び
つ
き
を
持
っ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
不
可
能
な
こ
と

で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
史
料
は
当
該
時
代
に
お
け
る
こ
の
地
の
豪
強
の
実
態
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
る
、
数
少
な
い

史
料
の
一
つ
で
あ
る
。
円
え
・

A
、
B
に
み
え
る
上
洛
の
巴
夷
泉
企
、
泉
仲
遵
父
子
は
分
布
史
料
3
の
「
子
時
北
歪
商
洛
、
南
拒
江
漢
、

東
西
二
千
余
里
、
巴
蛮
多
叛
。
」
の
巴
蛮
の
出
身
で
あ
ろ
う
が
、
か
れ
ら
が
「
郷
兵
」
を
率
い
、
北
朝
の
重
臣
と
な
っ
た
人
々
で
あ
っ

C 
た
こ
と
も
（
本
伝
参
照
て
こ
の
存
在
形
態
を
考
え
る
上
で
、
注
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。

ニ

節

港

南

港
南
の
蛮
に
つ
い
て
は
准
北
と
重
な
る
部
分
が
多
い
が
、
便
宜
上
、
節
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

分

布

1 

在
江
滋
之
問
、
依
託
険
阻
、
部
落
滋
蔓
、
布
於
数
州
、
東
連
寿
春
、
西
通
上
洛
、
北
接
汝
額
、
往
往
有
意
。
其
於
貌
氏
之
時
、
不
甚

為
患
、
至
晋
之
末
、
梢
以
繁
昌
、
漸
為
冠
暴
失
。
自
劉
石
乱
後
、
諸
蛮
無
所
忌
憎
、
故
其
族
類
、
漸
得
北
遷
、
陸
海
以
南
、
満
於
山

谷

、

宛

洛

粛

修

、

略

為

丘

櫨

失

。

（

貌

書

巻

一

O
一
蛮
伝
）



2 
寿
春
は
現
安
徽
省
寿
県
、
上
洛
は
現
険
西
省
商
県
、
陸
海
は
現
河
南
省
伊
川
の
南
西
、
嵩
県
の
北
北
西
、
宛
は
現
河
南
省
南
陽
に
あ
た

る
。
乙
の
史
料
は
五
胡
十
六
国
時
代
に
な
っ
て
、
蛮
が
中
国
の
混
乱
に
乗
じ
て
そ
の
分
布
領
域
を
拡
大
し
、
洛
陽
の
南
辺
に
ま
で
迫
っ

た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

史
臣
日
、
・
・
・
・
・
・
夫
四
夷
孔
織
、
患
深
自
古
。
蛮
勝
人
殊
雑
、
・
・
・
・
・
・
自
元
嘉
将
半
、
通
底
調
広
、
遂
盤
結
数
州
、
描
乱
邦
邑
。
於

是
命
特
出
師
、
恋
行
諒
討
、
自
江
演
以
北
、
庫
江
以
南
、
捜
山
渥
谷
、
窮
兵
器
武
。
繋
頭
囚
伴
、
蓋
以
数
百
万
計
。

｛
宋
書
巻
九
七
夷
蛮
伝
）

3 
右
に
み
え
る
腫
江
郡
は
安
徽
省
霊
山
県
の
東
北
に
治
所
が
あ
っ
た
。
右
は
劉
宋
時
代
の
こ
の
地
以
南
と
江
漢
以
北
の
地
に
数
百
万
を
以

て
計
え
る
と
た
と
え
ら
れ
る
程
の
蛮
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
分
布
は
湖
北
に
も
及
ぶ
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の

実
態
に
つ
い
て
は
次
稿
六
節
に
お
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
こ
の
庫
江
郡
に
は
劉
宋
時
代
、
始
新
左
県
と
い
う
蛮
戸
を
以
て

置
か
れ
た
県
も
存
在
し
た
（
宋
書
巻
三
六
州
郡
志
、
荷
議
州
の
篠
参
照
。
左
県
に
つ
い
て
は
河
原
正
博
「
宋
書
州
都
志
に
見
え
る
左
郡
・

左
県
の
『
左
』
の
意
昧
に
つ
い
て
」
（
法
政
史
学
一
四
号
、
一
九
六
一
年
）
、
同
著
『
漢
民
族
議
申
南
発
展
史
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、

九
八
四
年
）
所
収
、
参
照
。

子
時
北
至
商
洛
、
南
拒
江
准
、
東
西
二
千
余
里
、
巴
蛮
多
叛
。

前
節
分
布
史
料
3
参
照
。

授
使
持
節
都
督
輩
州
諸
軍
事
、
平
山
賊
十
二
調
。

（
陪
書
巻
四
O
王
誼
伝
）

4 

（
陪
書
巻
六
五
周
羅
眼
伝
）

当
該
時
代
に
お
け
る
霊
州
の
治
所
は
現
安
徽
省
霊
山
県
の
東
に
あ
っ
た
。
県
名
は
霊
山
か
ら
き
て
い
る
。
笹
山
は
大
別
山
脈
東
部
に

位
置
す
る
山
岳
（
一
七
七
回
m
）
。
こ
こ
に
惰
代
の
も
の
と
し
て
み
え
る
「
洞
」
は
霊
山
の
北
麓
に
位
置
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

後
の
事
例

江
准
之
問
、
有
深
居
山
洞
、
多
不
属
州
県
。

（
冊
府
元
亀
巻
二
ハ
二
、
関
元
二
九
年
篠
）

蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

七



蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

七
四

右
掲
の
記
事
は
唐
代
に
な
っ
て
も
滋
南
の
地
に
洞
が
存
在
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
分
布
4
で
み
た
霊
州
の
調
と
重
な

る
で
あ
ろ
う
。

状

況

1 

貌
晋
有
雑
号
護
軍
。
如
将
軍
。
今
猶
有
鎮
蛮
安
遠
等
護
軍
。
鎮
蛮
以
加
庫
江
、
晋
照
、
西
陽
太
守
・
・
・

（
宋
書
巻
四
O
百
官
志
下
）

『
ぇ
・
西
陽
、
南
新
察
、
晋
照
、
庫
江
等
郡
、
置
鎮
蛮
護
軍
、
武
陵
郡
置
安
遠
護
軍
・
・
・
・
・
・
。
皆
立
府
、
随
府
主
号
軽
重
、
而
不
為
定
。

（
惰
書
巻
二
六
百
官
志
上
、
梁
制
）

庫
江
郡
は
大
別
山
脈
東
辺
、
巣
湖
南
方
に
位
置
す
る
現
安
徽
省
庫
江
県
、
晋
照
郡
は
先
述
の
よ
う
に
大
別
山
脈
南
麓
、
現
安
徽
省
潜
山

県
、
西
陽
郡
は
大
別
山
脈
南
麓
、
現
湖
北
省
黄
岡
県
東
に
あ
た
る
。

2
同
・
史
料
に
み
え
る
南
新
薬
郡
は
大
別
山
脈
の
南
麓
、
現
湖
北

省
黄
梅
県
西
に
位
置
し
た
。
つ
ま
り
、
当
該
時
代
に
あ
っ
て
は
大
別
山
脈
の
南
麓
か
ら
東
に
か
け
て
蛮
統
治
の
た
め
の
将
軍
府
が
設
置

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
南
新
察
郡
に
は
、
陽
唐
左
県
も
存
在
し
て
い
る
（
宋
書
巻
三
六
州
郡
志
、
江
州
）
。
因
み
に
、
武
陵
郡

2 
は
現
湖
南
省
常
徳
市
。

田
益
宗
、
光
城
蛮
也

0

・
・
・
・
・
・
世
為
四
山
蛮
帥
、
受
制
於
粛
願
。
太
和
十
七
年
、
遣
使
張
超
、
奉
表
帰
款
。

（
貌
書
巻
六
一
回
益
宗
伝
）

光
城
郡
は
信
陽
県
東
七
五
回
の
現
河
南
省
光
山
県
で
准
南
に
位
置
す
る
。
国
益
宗
は
南
北
抗
争
期
に
あ
っ
て
北
朝
側
に
つ
い
て
活
躍
し

た
蛮
の
渠
帥
。

3 

准
南
有
野
象
数
百
、
壊
人
室
底
。

右
は
、
象
の
存
在
を
伝
え
た
史
料
で
あ
る
。
象
の
存
在
を
伝
え
た
史
料
は
前
節
状
況
史
料
4
で
砺
郡
（
安
徴
省
硯
山
）

（
南
史
巻
八
梁
紀
、
承
聖
元
年
一
二
月
篠
）の

「
巨
象
」
の



例
を
挙
げ
て
お
い
た
が
、
右
の
史
料
は
当
該
時
代
に
お
け
る
こ
の
地
域
の
状
況
を
窺
う
上
で
、
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
も
重
大
な
事
柄
を
伝

え
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。
何
故
な
ら
、
梁
時
代
の
准
南
に
野
生
の
象
が
、
そ
れ
も
数
百
も
の
単
位
で
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
時

の
准
南
が
そ
う
し
た
数
の
個
体
を
養
い
う
る
生
態
系
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
と
り
も
な
お

さ
ず
当
時
の
漢
族
に
よ
る
開
発
の
進
行
状
況
を
考
え
る
上
で
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

節

長
江
下
流
域

本
節
で
は
長
江
下
流
域
に
お
け
る
山
越
を
中
心
と
し
た
蛮
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
た
だ
し
、
准
南
に
属
す
る
長
江
下
流
域
に
つ
い
て
は

既
に
前
節
で
取
り
上
げ
た
の
で
、
除
外
す
る
。

分

布安
家
之
民
、
悉
依
深
山
。
架
立
屋
舎
於
桟
格
上
、
似
楼
状
。
居
室
飲
食
、
衣
服
被
飾
、
輿
夷
州
民
相
似
。
父
母
死
亡
、
殺
犬
祭
之
。

作
四
方
画
、
以
盛
屍
。
飲
食
歌
舞
畢
、
的
懸
着
高
山
巌
石
之
問
、
不
埋
土
中
作
塚
溺
也
。
男
女
悉
無
履
。
今
安
陽
羅
江
（
漸
江
省
南

部
・
瑞
安
か
ら
福
建
省
北
部
連
江
）
県
民
、
是
其
子
孫
也
。
皆
好
狼
頭
葉
、
以
菜
和
、
中
以
醒
酒
、
雑
五
肉
。
曜
不
及
之
。
其
俗
言
、

寧
自
負
人
千
石
之
粟
、
不
願
負
人
喉
頭
葉
躍
。
（
太
平
御
覧
巻
七
八
O
所
引
、
沈
壁
『
臨
海
水
土
志
』
）

こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
凌
純
声
「
古
代
関
越
人
与
台
湾
土
着
族
L

〈
学
術
季
刊
一
之
二
、
一
九
五
二
年
、
台
湾
）
、
川
勝
義
雄
「
貴

族
制
社
会
と
孫
呉
政
権
下
の
江
南
」
（
中
国
中
世
史
研
究
会
編
『
中
国
中
世
史
研
究
』
、
一
九
七
O
年
、
所
収
）
参
照
。

（
孫
）
権
表
治
為
呉
郡
太
守
、
行
扶
義
将
軍
。
割
婁
、
由
挙
、
無
錫
、
耽
陵
為
奉
邑
、
置
長
吏
、
征
討
夷
越
。

（
三
国
志
巻
五
六
、
呉
書
巻
二
朱
治
伝
）

2 

蛮
の
問
題
安
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

七
五



蛮
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問
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み
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六
朝
期
段
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お
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各
地
域
の
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に
つ
い
て
（
川
本
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七
六

呉
郡
は
現
江
蘇
省
蘇
州
、
婁
県
は
現
江
蘇
省
昆
山
東
北
、
由
挙
は
現
漸
江
省
嘉
輿
南
、
無
錫
は
現
江
蘇
省
無
錫
、
耽
陵
は
江
蘇
省
武
進

に
治
所
が
あ
っ
た
。
右
は
孫
呉
の
時
代
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
「
夷
越
」
、
即
ち
山
越
に
対
す
る
討
伐
の
拠
点
と
も
い
う
べ
き
所
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

3 

（
孫
）
暗
詔
目
、
・
・
・
・
・
・
今
呉
郡
陽
羨
、
永
安
、
余
杭
、
臨
水
、
及
丹
陽
故
郭
、
安
吉
、
原
郷
、
於
潜
諸
県
、
地
勢
水
流
之
使
、
悉

詮
鳥
程
。
既
宜
立
郡
、
以
鎮
山
越
。
・
・
・
・
・
・
其
極
分
此
九
県
、
為
呉
興
郡
、
治
烏
程
。

4 

（
一
二
国
志
巻
四
八
、
呉
書
巻
三
孫
暗
伝
装
注
）

陽
羨
県
は
現
江
蘇
省
義
輿
の
南
、
永
安
は
漸
江
省
武
康
の
西
、
余
杭
は
漸
江
省
杭
州
の
西
、
臨
水
は
漸
江
省
臨
安
の
北
、
故
郭
は
漸
江

省
安
土
口
の
西
北
、
安
吉
は
漸
江
省
安
吉
の
西
南
、
原
郷
は
漸
江
省
孝
豊
の
北
、
於
潜
は
漸
江
省
潜
陽
で
あ
る
。
つ
ま
り
呉
輿
郡
は
丹
陽

郡
と
呉
郡
と
か
ら
太
湖
西
南
の
地
域
を
割
い
て
設
置
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
呉
興
郡
と
い
う
江
南
の
名
郡
の
設
置
が
天
目
山
山
系
に

存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
山
越
の
鎮
撫
と
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
該
時
代
の
蛮
の
問
題
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
昧
を

持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
因
み
に
、
治
所
烏
程
は
漸
江
省
湖
州
西
南
。

討

東

陽

、

永

嘉

、

宣

城

、

鰐

、

駄

諸

洞

、

悉

平

之

。

（

陪

書

巻

六

一

郭

街

伝

）

東
陽
郡
は
現
漸
江
省
金
華
、
永
嘉
郡
は
漸
江
省
麗
水
、
宣
城
郡
は
安
徽
省
宜
城
、
鰐
は
安
徽
省
静
県
、
軟
は
安
徽
省
歓
県
に
そ
れ
ぞ
れ

の
治
所
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
三
呉
地
方
の
後
背
地
に
あ
た
る
山
が
ち
の
地
域
で
あ
る
が
、
右
の
史
料
は
こ
こ
に
惰
代
に
な
っ
て
も
洞

5 
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

及
高
智
慧
等
作
乱
江
南
、
以
行
軍
総
管
、
従
楊
素
撃
之
。
万
才
率
衆
二
千
、
自
東
陽
別
道
而
進
。
険
嶺
越
海
、
攻
陥
渓
洞
、
不
可
勝

数
。
前
後
七
百
余
戦
。

（
惰
書
巻
五
三
史
万
才
伝
）

右
も
陪
代
に
お
け
る
4
と
同
様
の
地
域
に
洞
の
存
在
し
た
こ
と
を
伝
え
た
史
料
で
あ
る
。



状

況

1 

丹
陽
賊
帥
費
桟
、
受
曹
公
印
綬
、
扇
動
山
越
、
為
作
内
応
。

2 

（
二
一
国
鼎
立
と
蛮
統
治
三
国
志
巻
五
八
、
呉
書
巻
一
三
陸
遜
伝
）

右
は
、
前
節
状
況
2
に
お
い
て
指
摘
し
た
事
柄
が
、
す
で
に
山
越
の
場
合
に
も
み
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

孫
権
黄
武
五
年
、
有
大
秦
買
人
字
秦
論
、
来
到
交
配
。
交
駈
太
守
呉
遡
遣
送
詣
権
。
権
問
方
土
謡
俗
。
論
具
以
事
対
。
時
諮
葛
悔
討

丹
陽
、
獲
鞠
（
与
静
岡
）
歓
短
民
。
論
見
之
目
、
大
秦
希
見
此
人
。
権
以
男
女
各
十
人
、
差
吏
会
稽
劉
戚
送
論
。

（
梁
書
巻
五
四
中
天
信
一
国
伝
）

3 
諸
葛
俗
伝
に
拠
れ
ば
（
呉
志
巻
一
九
本
伝
）
、
こ
の
と
き
彼
は
丹
陽
郡
の
山
越
を
討
伐
し
多
く
の
捕
虜
を
獲
得
し
て
い
る
。
右
の
ロ
ー

マ
か
ら
の
使
者
に
与
え
ら
れ
た
鋤
軟
の
短
民
は
そ
の
と
き
の
捕
虜
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
山
越
が
当
時
の
漢
族
に
比
べ
「
短
」

で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
よ
う
。
つ
ま
り
、
山
越
は
漢
族
と
は
異
な
っ
た
体
質
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

宣
城
（
安
徽
省
室
城
）
多
山
県
、
郡
旧
立
屯
以
供
府
郡
費
用
。
前
人
多
発
調
工
巧
、
造
作
器
物
。
敬
宣
到
郡
、
悉
罷
私
屯
、
唯
伐
竹

木

、

治

府

合

而

己

。

亡

叛

多

首

出

、

遂

得

三

千

余

戸

。

（

宋

書

巻

四

七

劉

敬

宣

伝

）

宣
城
郡
は
西
晋
武
帝
の
太
康
元
年
に
丹
陽
郡
を
分
け
て
立
て
ら
れ
た
郡
で
あ
る
。
後
漢
書
巻
三
八
度
尚
伝
に
は
、
度
尚
と
と
も
に
名
将

と
称
さ
れ
た
抗
徐
が
右
述
状
況
2
の
短
民
が
捕
ら
え
ら
れ
た
鞠
駄
の
地
に
近
接
す
る
丹
陽
郡
宣
城
県
の
県
長
を
試
守
し
た
と
き
、
「
深

林
遺
薮
」
の
地
に
い
る
人
々
を
県
下
に
移
し
た
ご
と
を
伝
え
、
「
徐
字
伯
徐
、
丹
陽
人
。
郷
邦
称
其
臆
智
。
初
試
守
宣
城
長
。
悉
移
深

林
遠
薮
椎
警
鳥
語
之
人
、
置
於
県
下
。
由
是
境
内
無
復
盗
賊
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
椎
普
」
は
椎
の
よ
う
な
結
い
方
を
す
る

髭
に
対
す
る
呼
称
で
あ
り
、
蛮
の
風
俗
を
示
す
際
多
用
さ
れ
る
。
「
鳥
語
」
は
鳥
の
噌
る
よ
う
な
話
し
方
、
漢
族
に
は
理
解
で
き
な
い

言
葉
の
意
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
抗
徐
伝
の
記
事
か
ら
は
後
漢
末
、
丹
陽
郡
宣
城
県
の
地
が
蛮
地
的
色
彩
を
濃
厚
に
持
っ
て
い
た

こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
節
分
布
3
で
掲
げ
た
よ
う
に
こ
の
地
に
は
惰
の
時
代
に
な
っ
て
も
「
洞
L

が
存
在
し
て
い
た
。
ま

蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

七
七



蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

七
J¥ 

4 
た
、
右
の
宋
畜
劉
敬
宣
伝
の
記
事
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
史
料
と
し
て
、
南
史
巻
八
梁
紀
、
承
聖
二
年
一
二
月
の
篠
に
、
「
宣
城
郡
猛
獣
暴

食
人
」
と
あ
っ
て
当
時
の
宣
城
の
状
況
の
一
端
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
事
柄
を
踏
ま
え
公
私
立
屯
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
伝
え
る
劉
敬
宣
伝
の
記
事
を
み
る
と
、
当
時
の
こ
の
地
域
の
開
発
状
況
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

出
為
永
嘉
太
守
（
漸
江
省
温
州
）
。
・
・
・
・
：
所
部
横
陽
県
、
山
谷
愉
峻
、
為
遁
逃
所
索
。
前
後
二
千
石
、
討
捕
葉
能
息
。

（
遁
逃
の
流
入

梁
書
巻
五
三
活
述
曽
伝
）

こ
の
地
に
は
分
布
4
で
み
た
よ
う
に
、
洞
が
あ
っ
た
。

豪

強諸
山
越
不
賓
、
有
趨
難
之
県
。
報
用
蓋
為
守
長
。
石
城
県
吏
特
難
検
御
。
：
・
・
：
遂
殺
之
。
県
中
震
標
。

（
三
国
志
巻
五
五
、
呉
書
巻
一

O
黄
蓋
伝
）

賀
斉
字
公
苗
、
会
稽
山
陰
人
也
。
少
為
郡
吏
、
守
剣
長
（
漸
江
省
峨
県
）
。
県
吏
斯
従
軽
侠
為
姦
。
斉
猷
治
之
。
主
簿
諌
目
。
従
県

大
族
、
山
越
所
附
。
今
日
治
之
、
明
日
冠
至
。
斉
聞
大
怒
、
便
立
斬
従
。
従
族
党
遂
相
糾
合
。
衆
千
余
人
、
挙
兵
攻
県
。
斉
率
吏
民
、

開
城
門
突
撃
、
大
破
之
、
威
震
山
越
。

2 

（
三
国
志
巻
六

O
、
呉
書
巻
一
五
賀
斉
伝
）

l
、
2
は
江
南
に
お
け
る
先
進
地
域
と
も
い
う
べ
き
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
三
国
時
代
に
あ
っ
て
は
山
越
と
結
ぶ
郡
県
の
吏
が
豪
強

と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
と
を
伝
え
て
い
る
。
な
お
、
山
越
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
六
朝
期
に
お
け
る
蛮
の
漢
化
に
つ
い
て
」
（
『
史
淵
』

一
一
八
輯
、
一
九
八
一
年
）
、
同
寸
六
朝
期
に
お
け
る
蛮
の
理
解
に
つ
い
て
の
一
考
察
｜
｜
山
越
・
蛮
漢
融
合
の
問
題
を
中
心
と
し
て

見
た
｜
」
（
『
史
学
雑
誌
』
九
五
編
八
号
、

一
九
八
六
年
）

で
考
察
し
た
。



四

節

福

建

分

布

1 

晋
安
候
官
（
福
建
省
福
州
）
人
也
。
世
為
闘
中
四
姓
。
父
羽
有
材
幹
、
為
郡
雄
豪

0

・
・
・
・
・
・
於
是
尚
書
下
符
目
、
・
・
・
・
・
・
案
問
題
陳

宝
応
父
子
、
井
服
支
撃
、
本
迷
愛
敬
。
梁
季
喪
乱
、
閤
隅
阻
絶
。
父
既
豪
侠
、
扇
動
蛮
陣
、
椎
嘗
箕
坐
、
自
為
渠
帥
。
．

（
陳
書
巻
三
五
陳
宝
応
伝
）

晋
安
郡
候
官
県
は
現
福
建
省
福
州
で
あ
る
。
右
の
記
事
に
み
え
る
コ
扇
動
蛮
陣
」
は
梁
末
陳
初
の
時
期
の
ご
の
地
に
蛮
が
存
在
し
た
こ

っ
て
い
る
陳
宝
応
父
子
が
「
井
服
支
撃
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要

と
を
窺
わ
せ
る
が
、
右
で
「
椎
警
箕
坐
、
自
為
渠
帥
」

2 
で
あ
る
。
何
故
な
ら
「
井
服
支
空
」
と
い
う
表
現
は
「
世
為
問
中
四
姓
」
と
さ
れ
る
陳
氏
が
「
椎
嘗
箕
坐
」
と
い
っ
た
蛮
風
を
身
に

つ
け
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
蛮
と
の
あ
い
だ
に
血
縁
、
或
い
は
細
成
関
係
が
存
在
し
た
こ
と
を
も
推
測
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

泉
郎
、
即
州
之
夷
戸
。
亦
日
遊
艇
子
。
即
麗
循
之
余
。
晋
末
虚
循
冠
暴
、
為
劉
裕
所
滅
。
遺
種
逃
叛
、
散
居
山
海
。
至
今
種
類
尚
繁
。

・

・

員

観

十

年

始

輸

半

謀

。

（

太

平

自

民

宇

記

巻

一

O
二
、
泉
州
像
）

2
の
史
料
は
唐
時
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
虚
循
の
残
党
と
し
て
の
「
夷
戸
」
が
広
く
存
在
し
た
乙
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

状

況建
安
太
守
（
建
安
郡
の
治
所
は
福
建
省
建
甑
）
、
本
関
越
。
秦
立
為
問
中
郡
。
漢
武
帝
世
、
闘
越
反
滅
之
、
従
其
民
於
江
法
問
、
虚

其
地
。
後
有
遁
逃
山
谷
者
頗
出
。
立
為
冶
県
、
属
会
稽

0

・
・
・
・
・
・
後
分
冶
地
為
会
稽
東
南
二
部
都
尉
。
東
部
臨
海
是
也
。
南
部
建
安

是
也
。
呉
孫
休
永
安
三
年
、
分
南
部
立
為
建
安
郡
。
・
・
・
・
・
・
晋
安
太
守
、
晋
武
帝
太
康
三
年
、
分
建
安
立
。

（
宋
書
巻
三
六
州
郡
志
）

蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

七
九



蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

人
0 

3 
太
平
嚢
字
記
巻
一

O
二
泉
州
の
篠
に
は
「
東
晋
南
渡
、
衣
冠
士
族
、
多
翠
・
其
地
、
以
求
安
堵
、
因
立
晋
安
郡
。
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

先
に
み
た
よ
う
に
陳
宝
応
の
本
貫
で
あ
り
、
唐
代
に
も
泉
郊
と
い
う
夷
戸
の
存
在
し
た
晋
安
郡
は
、
東
晋
南
波
の
際
、
衣
冠
士
族
が
移

り
住
ん
だ
の
で
会
稽
南
部
都
尉
か
ら
生
ま
れ
た
建
安
郡
を
分
地
し
、
設
置
さ
れ
た
新
郡
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

呉
於
此
立
曲
郎
都
尉
、
主
諦
徒
之
人
、
作
船
於
此
。
晋
置
晋
安
郡
。
（
元
和
郡
県
図
志
巻
二
九
江
南
道
福
州
）

宋
書
巻
三
六
州
郡
志
、
江
州
晋
安
太
守
の
篠
に
、
「
温
麻
令
、
皿
目
武
帝
太
康
四
年
、
以
温
麻
船
屯
立
。
」
と
あ
る
が
、
と
す
れ
ば
こ
の
唐

代
の
江
南
道
福
州
、
即
ち
陳
宝
応
の
本
貫
で
あ
る
晋
安
の
地
に
も
孫
呉
の
時
代
、
屯
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
大
過
な
い
で
あ
ろ

う
。
即
ち
孫
呉
の
時
代
の
こ
の
地
で
は
前
節
「
長
江
下
流
域
」
状
況
3
で
み
た
「
宣
城
（
安
徽
省
宣
城
）
多
山
県
、
郡
旧
立
屯
以
供
府

郡
費
用
。
前
人
多
発
調
工
巧
、
造
作
器
物
。
敬
宣
到
郡
、
悉
罷
私
屯
、
唯
伐
竹
木
、
治
府
全
日
而
巴
。
亡
叛
多
首
出
、
遂
得
三
千
余
戸
。
」

と
あ
る
よ
う
な
状
況
が
、
い
や
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
濃
厚
に
開
発
の
前
線
と
し
て
の
状
況
が
展
開
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

闘
中
本
南
朝
畜
牧
地
、
可
息
羊
馬
。
（
南
朝
畜
牧
の
地
と
し
て
の
間
地
新
唐
書
巻
一
一
ユ
二
柳
晃
伝
）

天
監
十
年
有
州
二
十
一
二
、
郡
三
百
五
十
、
県
千
二
十
二
。
其
後
務
依
境
字
、
頻
事
経
略
、
開
拓
闘
越
、
克
復
准
浦
、
平
僅
洞
、
破
特

軒。

（
梁
武
帝
に
よ
る
開
発
と
闘
越
惰
書
巻
二
九
地
理
志
）

出
為
建
安
太
守

0

・
・
・
・
・
・
山
酋
方
善
謝
稀
、
衆
徒
依
険
、
属
為
民
恵
。

A
M
潜
設
方
略
、
率
衆
平
之
。

2 4 5 

（
山
酋
の
活
動
梁
書
巻
二
一
王
余
伝
）

吋
え
・
開
元
録
云
、
閤
県
越
州
地
。
即
古
東
甑
、
今
建
州
亦
其
地
。
皆
蛇
種
。
有
五
姓
、
調
林
黄
其
育
。

（
唐
時
代
人
の
認
識
太
平
宮
宇
記
巻
一

O
O江
南
東
道
福
州
）

第
一
節
状
況
5
に
「
賀
抜
勝
為
荊
州
（
河
南
省
魯
山
）
刺
史
：
・
・
・
・
値
剤
蛮
騒
動
、
・
・
・
・
・
・
因
撫
慰
蛮
左
、
・
・
・
・
：
遂
税
得
馬
一
千
五

百
匹
供
軍
。
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
当
該
時
代
の
蛮
は
馬
を
飼
育
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
右
記
3
に
み
え
る
南
朝
期
福
建
に
お
け
る
畜

牧
も
そ
れ
と
絡
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
3
、
4
か
ら
窺
え
る
状
況
は
南
朝
に
お
け
る
福
建
が
、
北
朝
に
対
抗
す
る



た
め
の
一
財
政
基
盤
と
し
て
の
性
格
を
濃
厚
に
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
あ
る
部
分
で
諸
葛
売
に
よ
る
南
中
支
配
と
類
似
し
た
面
を
持
つ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。

一方、

5
の
吋
品
開
・
は
唐
代
に
お
い
て
さ
え
も
こ
の
地
の
住
民
が
蛇
種
と
呼
ば
れ
、
卑
し
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
之
と
を
伝
え
て

い
る
。
新
唐
書
巻
二

O
三
欧
陽
倉
伝
に
、
「
駄
陽
倉
、
字
行
周
。
泉
州
晋
江
人
。
・
・
・
・
・
・
閤
人
第
進
士
、
白
倉
始
。
」
と
あ
り
、
通
典
巻

一
五
、
歴
代
制
下
、
大
唐
の
僚
に
「
其
験
中
、
嶺
南
、
問
中
郡
県
之
官
、
不
由
吏
部
。
以
京
官
五
品
以
上
一
人
充
使
就
補
、
御
史
一
人

監
之
。
四
歳
一
往
、
謂
之
南
選
。
」
と
あ
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
は
唐
代
に
な
っ
て
も
福
建
地
域
が
右
と
相
倹
っ
て
、
新
開
地
と
し
て

の
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。

豪

強

1 

出
為
雲
麿
将
軍
晋
安
太
守
。
関
越
俗
好
反
乱
、
前
後
太
守
莫
能
止
息
。
侃
至
討
撃
、
斬
其
渠
帥
陳
称
呉
満
等
。

（
梁
時
代
の
反
乱

3 

梁
書
巻
三
九
羊
侃
伝
）

梁
代
晋
安
数
反
、
累
殺
郡
将
。
羽
（
陳
宝
応
の
父
）
初
並
扇
惑
合
成
其
事
、
後
復
為
官
軍
郷
導
破
之
。
由
之
一
郡
兵
権
皆
自
己
出

0

・
・
・
：
宝
応
自
海
道
、
冠
臨
安
（
海
？
）
、
永
嘉
、
及
会
稽
、
余
挑
、
諸
壁
。
又
載
米
粟
与
之
貿
易
、
多
致
玉
串
子
女
。
其
有
能
致

舟

乗

者

、

亦

蛙

奔

帰

之

。

（

棟

宝

応

の

交

易

活

動

陳

書

巻

三

五

陳

宝

応

伝

）

間
中
豪
帥
往
々
立
砦
以
自
保
。
高
祖
甚
忠
之

0

・
・
・
・
・
・
乾
既
至
、
暁
以
逆
順
。
所
在
渠
帥
蛙
率
部
衆
開
壁
款
附
。

（
梁
末
陳
初
に
お
け
る
問
中
豪
帥
の
割
拠
陳
書
巻
二
一
薪
乾
伝
）

ー
に
み
え
る
晋
安
の
「
渠
帥
陳
称
」
ら
の
反
乱
は
、

2
に
み
え
る
「
梁
代
晋
安
数
反
、
累
殺
郡
将
」
の
具
体
例
と
い
え
よ
う
。

l
の
渠

帥
陳
称
の
姓
と
陳
羽
・
陳
宝
応
の
姓
が
同
じ
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら
が
同
じ
晋
安
郡
出
身
の
同
族
で
あ
っ
た
可
能
性
の
存
在
を
窺
わ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
3
に
み
え
る
梁
末
陳
初
の
「
問
中
豪
帥
」
は
か
な
り
以
前
か
ら
こ
の
地
に
あ
っ
て
勢
力
を
扶
植
し
て
い
た

2 

蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

J¥ 



蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
割
引
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

J¥ 

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
南
朝
に
お
け
る
地
方
支
配
の
実
態
を
考
え
る
上
で
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

2
は
陳
宝
応
が
海
賊

や
交
易
行
為
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
乙
の
「
行
為
」
は
本
節
分
布
の
2
で
掲
げ
た
「
泉
郎
、
即
州
之
夷
戸
。
亦
回
避

艇
子
。
即
虚
循
之
余
。
晋
末
虚
循
冠
恩
夜
、
為
劉
裕
所
滅
。
遺
種
逃
叛
、
散
居
山
海
。
至
今
種
類
尚
繁
。
・
・
・
・
・
・
員
観
十
年
始
輸
半
謀
。
」

に
み
え
る
「
夷
戸
」
と
関
係
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
因
み
に
、
読
史
方
輿
紀
要
巻
九
五
、
福
建
読
史
方
輿
紀
要
叙
に
、
「
今
泉
州
夷

戸
有
泉
郎
。
亦
臼
遊
艇
子
。
厩
類
甚
繁
。
：
・
・
・
・
往
往
走
異
城
、
称
海
商
、
招
誘
凶
徒
、
漸
成
暴
乱
。
嘉
錆
中
、
倭
夷
諜
繭
之
禍
、
此

輩
所
致
也
。
」
と
あ
り
、
問
書
同
巻
に
続
け
て
、
「
予
目
、
倭
夷
之
志
在
子
女
玉
白
m而
己
。
然
其
借
乱
者
、
非
皆
倭
也
。
即
所
謂
泉
郎
之

徒
也
。
猶
憶
少
時
・
・
・
・
・
・
先
生
日
、
嘉
靖
三
十
七
年
（
一
五
五
八
年
）
四
月
某
目
、
倭
賊
攻
興
化
府
時
・
・
・
・
・
・
」
と
あ
り
、
「
子
女
玉
南
」

を
奪
わ
ん
と
す
る
「
泉
郎
」
の
「
倭
」
と
の
連
動
を
伝
え
て
い
る
が
、
分
布
2
で
み
た
「
泉
郊
」
、
豪
強
2
に
み
え
る
陳
宝
応
に
よ
る
「
玉

由
巾
子
女
L

の
交
易
と
の
関
連
で
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
泉
郎
は
白
水
郎
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は

笹
田
喜
一
郎
「
白
水
郎
考
」
（
金
閣
丈
夫
博
士
古
稀
記
念
委
員
会
編
『
日
本
民
族
と
南
方
文
化
へ
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
）
、
福
島
好

和
「
白
水
郎
と
海
人
」
｛
関
西
学
院
史
学
二
二
号
、
一
九
八
八
年
）
等
参
照
。

後
の
時
代

既
に
若
子
の
事
例
を
挙
げ
、
当
該
時
代
以
降
の
こ
の
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
お
い
た
が
、
以
下
補
論
的
に
、
こ
の
時
代
以
降
の

福
建
の
状
況
を
若
干
述
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

元
和
郡
県
図
士
山
巻
二
九
、
江
南
道
福
建
観
察
使
、
福
州
尤
渓
県
（
現
福
建
省
尤
渓
）
の
僚
に
、

尤
渓
県
、
開
元
二
十
九
年
（
七
四
一
年
）
開
山
洞
置
。
県
東
水
路
沿
流
、
至
侯
宮
県
、
西
水
路
汚
流
至
汀
州
龍
巌
県
。

と
あ
る
。
福
州
尤
渓
県
は
現
福
建
省
尤
渓
県
で
あ
る
が
、
右
は
岡
江
上
流
の
そ
の
尤
渓
の
地
に
開
元
年
間
ま
で
「
洞
」
が
存
在
し
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。



ま
た
、
同
図
志
巻
二
九
、
江
南
道
福
建
観
察
使
、
福
州
古
田
県
の
篠
に
も
、

古
田
県
、
開
元
二
十
九
年
（
七
四
一
年
）
開
山
洞
置
。
東
与
連
江
接
界
。
与
沙
県
分
界
。

と
あ
り
、
福
州
古
田
県
（
現
福
建
省
古
田
県
東
北
東
）
の
地
に
も
開
元
年
間
ま
で
「
洞
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
同

図
志
巻
二
九
、
江
南
道
福
建
観
察
使
、
福
州
永
泰
県
の
篠
に
も
、

永
泰
二
年
（
七
六
六
年
）
観
察
使
李
承
昭
、
開
山
洞
置
。

と
あ
る
。
福
州
永
泰
県
は
現
在
の
福
州
市
の
南
西
四
O
M
あ
ま
り
の
地
に
あ
っ
た
が
、
右
は
こ
う
し
た
地
に
も
洞
が
存
在
し
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。

以
上
は
い
ず
れ
も
六
朝
時
代
に
は
晋
安
郡
の
置
か
れ
た
と
こ
ろ
、
即
ち
唐
代
に
お
け
る
福
州
の
状
況
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
唐
代
に
設
置
さ

れ
た
福
建
省
南
部
の
津
州
の
地
の
状
況
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
元
和
郡
県
図
志
巻
二
九
樟
州
の
篠
に
、

淳
州
・
・
・
・
‘
：
本
泉
州
地
。
垂
扶
二
年
（
六
八
六
年
）
析
龍
渓
南
界
置
。
因
淳
水
為
名
。
初
置
於
今
淳
一
県
西
八
十
里
。
開
元
四
年
（
七

一
六
年
）
改
就
李
漢
川
。
即
今
津
浦
県
東
二
百
歩
旧
城
是
。
・
・
：
・
・
乾
元
二
年
（
七
五
九
年
）
縁
李
漢
川
有
湾
、
遂
権
移
州
於
龍
渓

県
置
。
即
今
理
是
也
。

と
あ
り
、
唐
代
に
設
置
さ
れ
た
泉
州
（
現
泉
州
市
）
南
部
の
龍
渓
を
割
い
て
垂
扶
二
年
淳
州
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
設
置
は
、
全
唐

文
巻
一
六
四
陳
元
光
の
僚
に
、

元
光
、
字
廷
矩
、
光
州
人
。
高
宗
朝
、
左
玉
鈴
衛
胡
府
左
郎
持
、
成
問
、
遷
嶺
南
行
軍
総
管
。

と
あ
り
、
続
け
て
彼
が
奉
っ
た
語
建
州
県
表
を
載
せ
、
そ
の
一
節
に
、

蕗
銀
地
極
七
閥
、
境
連
百
阜
、
左
椎
居
椎
嘗
之
半
。
・
・
・
・
・
・
窮
兇
極
暴
、
積
弊
遂
蹄
於
十
稔

0

・
・
・
・
・
・
其
本
則
在
創
州
県
。

．．
 

籍
以
臣
鎮
地
目
安
仁
、
誠
為
治
教
之
邦
、
江
臨
海
水
。
賓
乃
建
名
之
本
。
知
蒙
勅
定
名
競
・
・
・

と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
陳
元
光
と
い
う
人
物
の
建
言
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
陳
元
光
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
右
の
全
唐
文
所

蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

J¥ 



蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

J¥ 
四

載
の
請
建
州
県
表
に
続
い
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
、
淳
州
刺
史
謝
表
と
全
唐
詩
巻
四
五
、
元
和
姓
纂
巻
三
に
若
干
の
史
料
が
み
ら
れ
る
の
み

で
、
他
の
事
例
が
見
出
せ
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
光
緒
湾
州
府
志
巻
二
四
、
富
績
一
、
陳
元
光
の
僚
に
は
、

浮
祐
志
称
、
陳
元
光
父
子
、
奉
命
討
賊
、
掃
除
兇
醜
。
文
為
之
立
郡
県
、
置
社
稜
、
摘
躯
煩
命
而
後
己
。
唐
史
閥
而
不
戦
、
使
豊
功

鉦
烈
無
伝
、
有
遺
憾
罵
。
然
市
累
代
褒
崇
、
廟
食
百
世
、
山
河
不
改
、
恵
烈
無
窮
。

．．
 

と
あ
る
よ
う
に
、
「
欠
伝
」
に
対
す
る
批
判
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
彼
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
右
に
「
廟
食
百
世
」
と
あ
る
よ
う
に
彼
の

た
め
の
廟
が
建
て
ら
れ
た
が
、
そ
こ
に
廟
碑
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
か
な
り
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
の
廟
に
つ
い
て
は
道
光
重
纂

福
建
通
志
巻
二
三
壇
廟
、
樟
州
府
、
樟
浦
県
の
篠
に
、

威
恵
（
烈
）
廟
、
在
西
門
外
三
里
許
。
杷
唐
左
玉
鈴
衛
胡
府
左
郎
将
陳
元
光
。
唐
嗣
聖
問
、
始
建
於
雲
容
。
開
元
四
年
、
随
邑
治
徒

今
所
。
廟
有
縛
模
。
題
日
盛
徳
世
紀
之
坊
。
国
朝
康
照
二
十
六
年
知
県
楊
遇
、
新
殿
寝
。
寝
紀
夫
人
神
氏
。
一
一
抗
措
側
山
廟
。
・

一
在
雲
害
鎮
西
門
外
、
右
為
柔
龍
夫
人
宮
。
或
日
夫
人
元
光
女
、
従
元
光
征
伐
蛮
有
功
。
故
特
桐
於
此
。
康
照
初
、
邑
人
察
幹
週
重

建。

と
あ
り
、
廟
碑
に
つ
い
て
は
鴻
登
府
撰
『
閉
中
金
石
志
』
巻
一
陳
元
光
威
烈
廟
記
に
、

輿
地
泊
四
（
記
？
）
目
、
唐
垂
扶
二
年
（
六
八
六
年
）
立
。
在
涼
州
。
碑
云
公
姓
陳
、
詳
元
光
。
永
隆
三
年
（
六
八
二
年
）
盗
攻
潮
州
。

公
撃
賊
降
之
。
公
（
陳
元
光
）
請
泉
潮
之
問
、
創
置
一
州
。
垂
扶
二
年
、
遂
勅
置
涼
州
、
委
公
鎮
撫
、
久
之
、
蛮
賊
復
繍
。
公
討
之
、

戦
没
。
因
廟
食
子
涼
。

と
あ
る
。
福
建
地
方
も
実
見
し
た
宋
の
王
象
之
が
撰
し
た
輿
地
紀
勝
巻
二
二
一
福
建
路
、
涼
州
、
官
吏
、
陳
元
光
の
僚
に
は
、

廟
碑
云
、
公
姓
陳
諒
元
光
、
永
隆
三
年
（
六
八
二
年
）
盗
攻
潮
州
。
公
撃
賊
降
之
。
公
（
陳
元
光
）
請
泉
潮
之
問
、
創
置
一
州
。
垂

扶
二
年
（
六
八
六
）
、
遂
勅
置
涼
州
、
委
公
鎮
撫
、
久
之
、
蛮
賊
復
輔
衆
。
公
討
之
、
戦
没
。
因
廟
食
子
湾
。

と
あ
り
、
す
で
に
越
宋
時
代
に
は
こ
の
碑
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
先
の
全
唐
文
の
記
事
な
ど
か
ら
推
し
て
、
こ
の
廟
碑
を
唐



代
に
立
て
ら
れ
た
真
碑
と
考
え
て
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
因
み
に
、
同
書
巻
三
三
、
福
建
路
、
樟
州
、
風
俗
景
勝
の
悔
の
註

文
に
拠
れ
ば
、
「
唐
垂
挟
二
年
、
陳
元
光
威
烈
廟
記
云
、
公
乞
建
一
州
於
泉
潮
之
問
、
以
控
嶺
表
。
即
其
屯
、
置
県
為
治
。
」
と
あ
り
、
字

句
に
食
い
違
い
が
み
ら
れ
る
。
）
後
代
の
地
方
志
に
拠
れ
ぽ
、
海
州
府
志
巻
二
四
、
富
績
一
、
陳
元
光
の
燥
に
、

陳
元
光
・
・
・
・
・
・
綿
章
二
年
（
六
六
九
年
）
、
随
父
領
兵
入
問
。
父
卒
代
領
其
衆
。
・
・
：
・
・
嗣
聖
三
年
（
六
八
六
年
）
上
疏
昔
、
周
官

七
聞
、
宜
増
為
八
、
請
建
一
州
泉
潮
問
、
以
控
嶺
表
。
・
・
・
・
・
・
朝
議
・
・
・
・
・
・
元
光
父
子
久
牧
窓
土
、
蛮
民
畏
懐

0

・
・
・
・
・
・
詔
従
之
、

給
告
身
、
伴
建
都
邑
於
綴
安
地

0

・
・
・
・
・
・
乃
率
衆
闘
地
置
屯
。

と
あ
り
、
同
志
向
巻
、
陳
政
の
絡
に
、
陳
一
冗
光
の
父
で
あ
る
陳
政
に
つ
い
て
、

陳
政
、
字
一
民
、
光
州
国
始
人
。
父
克
耕
、
従
唐
太
宗
・
・
・
・
・
・
高
宗
総
章
二
年
蛮
猿
輔
乱
、
民
苦
之
、
余
乞
鎮
帥
有
威
望
者
。

・
・
・
進
朝
議
大
夫
統
嶺
南
行
軍
総
管
事
・
・
・
・
・
・
自
許
天
正
以
下
一
百
二
十
三
員
、
倶
菓
号
令
。
詔
目
、
莫
辞
病
、
病
則
朕
医
、
莫

辞
死
、
死
則
朕
埋
。
比
至
鎮
百
凡
草
創
、
備
極
労
淳
。
群
蛮
来
侵
、
自
衆
寡
不
敵
、
退
保
九
龍
山
、
奏
請
益
兵
。
朝
命
以
政
兄
敏

軒
兄
敷
、
領
軍
校
五
十
八
姓
来
援
。
敏
敷
道
卒
。
母
貌
氏
多
智
、
代
領
其
衆
入
問
。
乃
進
師
屯
禦
梁
山
之
雲
容
。
・
・
・
・
・
・
儀
鳳
二

年
（
六
七
七
）
四
月
卒
、
子
元
光
。

と
あ
る
と
と
か
ら
、
唐
代
に
お
け
る
福
建
南
部
の
「
開
拓
」
に
果
た
し
た
光
州
国
始
県
（
元
河
南
省
国
始
県
）
出
身
の
陳
氏
一
族
の
役
割

の
大
体
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
稿
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
こ
の
「
開
拓
」
の
歴
史
を
考
察
す
る
と
き
、
福
建
南
部
の
地
が
唐
代
に

お
い
て
も
依
然
と
し
て
蛮
地
と
し
て
の
性
格
を
濃
厚
に
も
っ
て
い
た
こ
と
を
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
津
州
府
志
巻
四
O
、
古

跡
の
候
に
も
、

六
朝
以
来
成
問
者
、
屯
兵
子
泉
州
龍
渓
、
阻
江
（
埠
州
の
九
龍
江
）
為
界
、
挿
柳
為
営
。

と
あ
る
よ
う
に
、
九
龍
江
以
東
の
池
は
全
く
の
蛮
地
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

で
は
福
建
東
部
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
元
和
郡
県
図
志
巻
二
九
、
江
南
道
福
建
観
察
使
、
汀
州
の
僚
に
、

蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

八
五



盗
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

八
六

開
元
二
十
一
年
（
七
三
三
年
）
、
福
州
長
史
唐
循
、
於
潮
州
北
、
広
州
東
、
福
州
西
、
光
龍
洞
、
検
責
得
諸
州
避
役
百
姓
、
共
三
千

余
戸
、
奏
置
州
。
国
長
汀
渓
以
為
名
。

と
あ
る
よ
う
に
、
潮
州
、
広
州
、
福
州
三
州
に
跨
が
る
光
龍
洞
の
地
に
汀
州
（
州
治
は
現
福
建
省
長
汀
）
を
置
い
た
と
し
て
い
る
。
一
方
、

新
唐
書
巻
四
一
汀
州
臨
汀
郡
の
侮
に
は
、

開
元
二
十
四
年
開
福
撫
二
州
山
洞
置
。
治
新
羅
。
大
暦
四
年
（
七
六
九
年
）
徒
治
白
石
、
皆
長
汀
県
治
。

と
あ
っ
て
右
と
食
い
違
う
。
輿
地
紀
勝
巻
一
三
二
福
建
路
、
汀
州
、
州
沿
革
の
僚
の
註
文
に
は
、

社
佑
通
典
以
為
元
利
二
十
六
年
分
置
汀
州
。
或
為
臨
汀
郡
。
唐
志
与
年
月
亦
不
問
。
象
之
謹
按
、
開
元
二
十
一
年
福
州
所
奏
得
避
役

百
姓
三
千
余
戸
、
乃
在
潮
広
福
之
問
、
而
開
元
二
十
四
年
於
福
撫
二
州
聞
置
山
洞
、
与
二
十
一
年
地
理
小
有
不
岡
、
自
開
元
二
十
一

年
建
議
至
二
十
四
年
成
郡
、
二
十
六
年
文
分
他
郡
之
地
、
以
益
之
、
三
者
所
書
離
有
不
問
、
大
率
不
過
置
郡
之
一
節
耳
。

と
あ
っ
て
、
こ
の
食
い
違
い
の
理
由
を
追
求
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
州
が
「
洞
」
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
た
州
で
あ
る
こ
と
は

こ
の
地
の
当
時
の
状
況
を
知
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。
（
因
み
に
、
前
記
元
和
郡
県
図
志
に
み
え
る
洞
居
の
人
々

は
「
諸
州
避
役
百
姓
」
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
漢
人
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
か
つ
て
発
表
し
た
拙
稿
「
六

朝
に
お
け
る
蛮
の
理
解
に
つ
い
て
の
一
考
察
｜
｜
山
越
・
蛮
漢
融
合
の
問
題
を
中
心
と
し
て
見
た
｜
｜
」
（
史
学
雑
誌
九
五
編
八
号
、

九
八
六
年
、
二
節
「
洞
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
考
察
し
た
。
）

太
平
襲
宇
記
巻
一

O
二
、
江
南
東
道
一
四
、
汀
州
の
篠
に
は
、

此
州
（
汀
州
）
初
置
在
新
羅
（
今
長
汀
県
西
南
）
以
其
地
療
、
居
民
多
死
。

と
あ
り
、
こ
の
地
が
先
に
み
た
元
利
郡
県
図
志
巻
二
九
津
州
の
篠
に
、
「
津
州
本
泉
州
地
。
垂
挟
二
年
析
龍
渓
南
界
置
。
国
津
水
為
名
。

初
置
於
今
涼
浦
県
西
八
十
里
。
開
元
四
年
改
就
李
漢
川
。
即
今
津
浦
県
東
二
百
歩
旧
城
是
。
・
・
・
・
・
・
乾
元
二
年
縁
李
漢
川
有
療
、
遂
権
移

州
於
龍
漢
県
置
。
今
理
是
也
。
」
と
あ
っ
た
津
州
の
地
と
同
様
に
「
療
癒
の
地
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
資
治
通
鑑
巻
二
五
九
、



唐
紀
七
五
、
昭
宗
紀
乾
寧
元
年
（
八
九
四
年
）
の
侮
に
、

是
歳
黄
連
洞
蛮
二
万
四
汀
州
（
胡
注
・
・
・
・
黄
連
洞
在
汀
州
寧
化
県
南
）
。
福
建
観
察
使
王
潮
遣
其
将
李
承
勅
将
万
人
撃
之
。
蛮
解
去
。

承
動
追
撃
之
、
至
柴
水
口
、
破
之
。

と
あ
り
、
黄
連
洞
蛮
の
攻
撃
を
伝
え
て
い
る
。
黄
連
と
は
新
唐
書
巻
四
て
地
理
志
五
、
江
南
道
、
汀
州
寧
化
県
の
僚
に
、

本
黄
連
、
天
宝
元
年
｛
七
四
二
年
）
更
名
。

と
あ
り
、
太
平
賓
宇
記
巻
一

O
二
、
江
南
東
道
一
四
、
汀
州
、
寧
化
県
の
仲
間
に
、

武
徳
初
、
為
黄
連
。
以
地
有
黄
連
調
、
因
以
為
名
。

と
あ
る
よ
う
に
、
寧
化
県
の
改
名
前
の
名
称
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
黄
連
洞
蛮
と
は
汀
州
管
内
の
蛮
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
よ
り
、
乙
の
地
域
の
唐
代
に
お
け
る
状
況
は
先
に
み
た
津
州
の
場
合
と
大
同
小
異
の
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で

あ
る
。
因
み
に
、
太
平
震
宇
記
巻
一

O
二
、
江
南
東
道
一
園
、
汀
州
、
長
汀
県
の
新
羅
古
城
の
悔
に
、

雑
（
新
）
羅
故
城
、
牛
粛
紀
聞
云
、
開
元
末
、
雑
（
新
）
羅
県
令
孫
奉
先
、
畳
日
坐
聴
事
、
有
神
、
見
庭
中
。
披
え
執
交
。
状
甚
悪

可
畏
。
奉
先
見
之
驚
起
。
神
田
、
五
回
雑
（
新
）
羅
山
神
也
。
今
従
府
主
、
求
一
牛
為
食
、
能
見
祭
乎
。
祭
吾
当
祐
汝
。
奉
先
対
日
、

神
既
有
請
、
誠
不
敢
違
。
然
格
令
有
文
、
殺
牛
事
大
。
請
以
羊
家
代
牛
、
可
乎
。
神
怒
日
、
惜
一
牛
、
不
以
祭
。
我
不
祐
汝
。
其
能

宰
。
因
滅
。
於
是
癌
疫
大
起
、
月
齢
不
息
。
奉
先
疾
死
。
其
家
二
十
日
亡
量
。

と
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
新
羅
県
は
、
輿
地
紀
勝
巻
二
一
一
二
福
建
路
、
汀
州
、
州
沿
革
の
燥
に
、

晋
武
平
呉
、
分
建
安
置
晋
安
郡
。
又
立
新
羅
県
、
而
汀
州
始
基
於
此
。
宋
斉
梁
陳
陪
魔
置
無
所
考
拠
。

と
み
え
る
新
羅
県
の
後
身
で
あ
ろ
う
が
、
右
で
み
た
よ
う
な
汀
州
の
状
況
、
す
な
わ
ち
こ
の
地
が
蛮
地
と
し
て
の
性
格
を
唐
代
に
お
い
て

も
濃
厚
に
持
っ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
こ
に
み
え
る
在
地
の
神
・
新
羅
山
神
は
、
蛮
神
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
強
い
と
い

う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
こ
う
し
た
推
測
が
当
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
宗
教
的
側
面
に
お
け
る
蛮
漢
両
者
の
闘

蛮
の
問
題
安
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

J¥ 
七



蛮
の
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
六
朝
期
段
階
に
お
け
る
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
（
川
本
）

J¥ 
J¥ 

争
の
一
局
面
を
窺
う
う
え
で
極
め
て
興
味
深
い
事
例
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

ま
た
、
宋
史
巻
四
一
、
理
宗
一
、
紹
定
三
年
二
月
戊
成
の
僚
に
、
南
宋
時
代
の
こ
と
と
し
て
、

詔
汀
、
輔
、
吉
、
建
昌
蛮
猿
嬬
発
、
経
揮
郡
県
、
復
賦
税
一
年
。

と
あ
る
。
績
は
江
南
西
路
鞍
州
、
治
は
現
江
西
省
報
州
で
あ
る
。
吉
は
江
南
西
路
吉
州
、
南
北
朝
代
の
庫
陵
郡
の
地
で
あ
り
、
治
は
現
江

西
省
吉
安
市
、
建
昌
は
江
南
西
路
建
昌
軍
、
治
は
現
江
西
省
南
城
で
あ
る
。
汀
州
の
位
置
は
唐
代
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
右
の
記
事
は

南
宋
時
代
に
な
っ
て
も
汀
州
の
地
に
は
蛮
が
出
没
し
た
こ
と
、
及
び
そ
の
蛮
冠
が
隣
接
す
る
江
西
の
地
と
連
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
右
の
史
料
に
み
え
る
汀
、
鵠
明
、
吉
、
建
昌
の
地
は
い
ず
れ
も
江
西
と
福
建
と
を
隔
て
る
武
夷
山
脈
の
東
西
に
位

置
す
る
。
こ
の
と
と
は
当
時
の
蛮
の
居
住
地
が
武
夷
山
脈
山
中
に
追
い
や
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
。
実
は
こ
う
し
た
「
連

動
」
は
他
に
も
多
く
の
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
点
は
次
節
で
江
西
の
地
に
お
け
る
蛮
の
問
題
を
論
じ
る
際
、
考
察
す
る
こ

と
に
す
る
。


